
　
二
月
二
四
日

　
二
一
時
前
雪
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
空
港
着
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
経
由
。
成
田
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
飛
ん
だ
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
機
中
に
世
田
谷
日
記
メ
モ
を
置
き

忘
れ
た
。
そ
れ
故
二
月
二
〇
日
〜
二
月
二
四
日
ま
で
の
記
録
は
紛
失
。
残
念

だ
が
仕
方
な
い
。
余
り
下
ら
ん
内
容
な
の
で
天
罰
だ
ろ
う
。
二
三
日
は
午
後

慶
応
大
学
図
書
館
の
千
村
君
が
研
究
室
来
室
。
昨
年
末
天
王
台
酔
庵
で
の
書

道
と
い
う
か
初
書
き
初
め
が
面
白
か
っ
た
ら
し
く
、
あ
の
日
書
い
た
核
の
一

文
字
を
額
装
し
て
見
せ
に
来
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
書
道
を
す
る
為
の
デ

ス
ク
と
い
う
か
架
台
を
作
る
相
談
を
し
た
。
た
っ
た
一
人
の
千
村
君
の
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
光
栄
な
事
だ
。
何
年
か
前
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
大
学
を
訪
ね
た
時
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
学
の
マ
ス
タ
ー
コ
ー

ス
の
女
学
生
の
作
品
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
老
女
が
い
て
そ
の
人

は
病
気
だ
。
ま
ぶ
た
が
自
然
に
垂
れ
下
が
る
病
気
で
目
が
視
え
な
い
。
彼
女

は
そ
の
老
女
の
為
に
眼
鏡
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
ま
ぶ
た
が
垂
れ
下
が
ら
な
い

よ
う
に
す
る
眼
鏡
で
あ
る
。
世
界
で
た
っ
た
一
人
の
老
女
の
た
め
の
一
つ
だ

け
の
眼
鏡
で
あ
る
。

　
手
足
が
不
自
由
な
千
村
君
の
た
め
の
書
道
用
の
デ
ス
ク
は
リ
オ
の
女
学
生

の
作
品
の
背
中
を
見
て
走
っ
て
み
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
口
で
か
ん
で
筆
を

使
い
、
す
み
を
ふ
く
ま
せ
る
。
そ
の
筆
と
架
台
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
だ
。
そ

れ
を
始
ま
り
に
段
々
千
村
君
の
色
ん
な
道
具
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
よ
う
と
考

え
て
い
る
。
出
来
れ
ば
そ
れ
を
一
冊
の
本
に
し
て
み
よ
う
。
今
秋
に
は
千
村

君
の
書
の
個
展
が
ひ
ら
け
た
ら
良
い
。

　
Ｓ
Ａ
Ｓ
ラ
デ
ィ
ソ
ン
ホ
テ
ル
に
着
い
た
ら
、
何
と
他
の
栄
久
庵
憲
司
会
長

等
メ
ン
バ
ー
は
成
田
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
機
が
故
障
し
て
し
ま
っ
た
ら
し

く
一
日
遅
れ
で
ヘ
ル
シ
ン
キ
着
と
の
事
。
明
日
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術
工
科
大

学
の
講
演
は
鈴
木
博
之
だ
け
と
い
う
事
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
で
も
鈴

木
先
生
が
フ
ィ
ン
エ
ア
ー
で
な
く
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
で
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
入
っ
た

の
は
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
そ
れ
で
よ
う
や
く
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
協
会
主
催
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
成
立
す
る
ん
だ
か
ら
。

全
く
何
が
起
き
る
か
解
ら
な
い
な
。

　
も
う
二
四
日
七
時
二
〇
分
世
田
谷
村
を
出
て
二
十
四
時
間
ほ
と
ん
ど
眠
っ

て
い
な
い
。
明
日
の
事
は
明
日
だ
休
も
う
。

　
二
月
二
五
日

　
七
時
過
起
床
。
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
の
景
色
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。
ヘ
ル
シ
ン

キ
駅
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
特
有
の
様
式
的
な
塔
が
視
え
て

い
る
。
こ
の
塔
は
二
年
前
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
淡
い
ブ
ル
ー
の
空
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
国
旗
の
ブ
ル
ー
の
十
字
が
良
く
似
合
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｖ
の
ス
ク
リ

ー
ン
に
私
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
と
出
て
い
る
。
世
田
谷
村
で
や
り
残
し

た
病
院
の
コ
ン
ペ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
そ
の
他
が
送
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
疲

れ
も
と
れ
て
体
調
は
良
い
。

　
朝
食
後
鈴
木
さ
ん
と
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
街
中
心
部
を
歩
く
。
駅
美
術
館
ア
カ

デ
ミ
ー
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ホ
ー
ル
の
現
代
美
術
館
は
又

も
月
曜
休
み
で
入
れ
ず
。
し
か
し
こ
の
美
術
館
も
冬
の
方
が
良
い
。
空
気
が

澄
ん
で
い
て
作
者
の
考
え
が
良
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
カ
フ
ェ
ア
ー
ル
ト
で
し

ば
し
雑
談
。
昼
前
ホ
テ
ル
に
戻
る
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
は
国
旗
が
沢
山
ひ
る
が
え

っ
て
い
る
。

　
十
三
時
チ
ョ
ッ
ト
前
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術
工
科
大
学
へ
。
鈴
木
博
之
そ
の
他

の
レ
ク
チ
ャ
ー
。
鈴
木
氏
の
も
の
は
方
法
的
明
快
さ
が
貫
徹
さ
れ
た
大
変
良
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い
レ
ク
チ
ャ
ー
で
あ
っ
た
。
演
題
は Listen to the Place: C

haracter 
of Japanese A

rchitecture 

庭
園
を
介
し
て
日
本
文
化
を
歴
史
的
に
考

え
る
と
い
う
モ
ノ
。
日
本
日
本
と
言
う
の
は
嫌
な
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
日
本

人
の
外
国
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
水
準
は
気
に
な
っ
た
。
鈴
木
博
之
の
そ
れ
は

否
応
な
い
水
準
を
確
保
し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。
満
足
。
ア
ラ
ビ

ア
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
ハ
ッ
ク
マ
ン
そ
の
他
の
合
同
企
業
主
催
の
歓
迎
デ
ィ
ナ
ー

が
夕
方
あ
っ
て
、
夜
ホ
テ
ル
へ
戻
る
。
色
々
思
う
こ
と
ア
リ
、
鈴
木
氏
と
ビ

ー
ル
を
黙
々
と
飲
ん
だ
。

　
二
月
ニ
六
日

　
昨
夜
半
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
成
田
に
一
日
足
留
め
さ
れ
て
い
た
栄
久
庵
憲
司
さ

ん
一
行
は
ロ
ン
ド
ン
経
由
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
フ
ィ
ン
エ
ア
ー
で
ヘ
ル
シ

ン
キ
に
着
い
た
筈
だ
。
昨
日
の
事
、
す
な
わ
ち
会
長
以
下
大
半
の
メ
ン
バ
ー

が
不
在
の
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
ア
ク

シ
デ
ン
ト
だ
っ
た
な
。
鈴
木
氏
一
人
で
一
日
を
持
た
せ
た
。
今
日
は
よ
う
や

く
正
常
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
戻
る
だ
ろ
う
。
本
日
の
予
定
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

Tuesday 26 DAY OF COLLABORATION - CONTEMPORARY FINNISH DESIGN

09.00  Departure from hotel by taxi University of Art and Design Helsinki

09.30  JFDA meeting
             Lecture hall, 8th floor
             Subject:
             Contemporary Finnish Design - Designing the Quietness - exhibition
             Chairperson:
             Yrjo Sotamaa
             Participants:
             JFDA Japan, JFDA Finland,15 Finnish artist who have been invited to
             participate to the exhibition, altogether 40 persons

12.30  Lunch in the foyer of Media Center Lume for participants of the JFDA meeting

13.30-15.30  Meeting of the JFDA Japan and JFDA Finland exhibition groups 
                         Office of Rector Yrjo Sotamaa, 6th floor
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Topics
  - content, schedule, venue, organisation and financing of the 2003 exhibition
  - discussion of possible interaction with Japanese architects, designers, artists and
    craftsmen during the 2003 exhibition in Japan
  - discussion of the "Contemporayry Japanese Design" exhibition in Finland 2005:
    feasibility, planning prosedure, schedule

The afternoon is free for those members who do not belong to the exhibition teams. 
A visit to the Hackman shop can be arranged with a possibility by products with 
special discount.
Transport to city/hotel by taxi or by tram nr 6 or bus

17.30  Transport from hotel to the Museum of Art and Design by Taxi
             Korkeavuorenkatu 23, 00130 Helsinki
             Phone +(358 9) 6220540
             Fax     +(358 9) 6220 5455

18.00  Opening of the exhibition
             AYA's works

             In the presence of the Artist Aya Nakayama,
             By Minister Mr.Kamo, Dr.Kenji Ekuan and Professor Yrjo Sotamaa
             The exhibition is jointly organized by the Japan Finland Design Association,
             The  University of Art and Design Helsinki, The Museum of Art and Design and
             it is designed and constructed by Mr. Arihiro Miyake in co-operation with
             professor Yrjo Wiherheimo. Poster, invitations and brochure are designed by
             professor Tapani Aartomaa.

19.15  Transport by bus From the Museum to Villa Angelica
             Tamminiementie 3, Helsinki

19.30  Reception and dinner organized by the Japanese Embassy in Villa Angelica,
            address: on the occassion of Mrs.Nakayama's exhibition and the visit of JFDA
            Japan to Finland.
            Host:Minister Mr.Kamo, Embassy of Japan

            Return to hotel by taxi.�
�
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只
今
朝
六
時
半
今
日
は
一
日
時
差
に
苦
し
み
そ
う
な
気
が
す
る
。
朝
食
で

皆
さ
ん
に
再
会
す
る
の
が
楽
し
み
だ
。
彼
等
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
。

  

朝
食
で
ロ
ン
ド
ン
経
由
の
栄
久
庵
さ
ん
以
下
皆
さ
ん
に
会
っ
た
。
意
外
に

元
気
で
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
集
団
だ
か
ら
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
平
気
だ
っ
た

の
か
。
皆
で
渡
れ
ば
恐
く
な
か
っ
た
の
か
な
。

　
午
前
中
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術
デ
ザ
イ
ン
大
学
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家
達
十
五
名
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

立
会
う
。
来
年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
展
に
参
加
す
る
若
い
世
代

の
代
表
ら
し
い
。
昼
食
後
ソ
タ
マ
学
長
栄
久
庵
憲
司
氏
等
と
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
展
に
関
し
て
議
論
す
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
か
ら
出
て
き

た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
い
う
主
題
に
少
し
ば
か
り
異
論

を
述
べ
た
。
「
静
け
さ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。
「
静
け
さ
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
そ

れ
は
日
本
に
と
っ
て
ポ
ス
ト
生
産
ポ
ス
ト
過
消
費
ポ
ス
ト
過
建
設
を
意
味
し

得
る
深
い
概
念
に
な
り
得
る
言
葉
な
の
だ
。

　
十
八
時
中
山
ア
ヤ
さ
ん
の
個
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
後
、
日
本
大
使
館
主
催

の
デ
ィ
ナ
ー
。
都
心
か
ら
少
し
外
れ
た
一
軒
屋
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
二
三
時
過

ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。
流
石
に
疲
れ
て
部
屋
に
戻
る
。
食
べ
る
の
に
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
要
る
。
話
す
の
に
も
、
話
し
を
聞
く
の
に
も
要
る
も
の
だ
。
明
日
は

北
極
圏
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
地
方
へ
出
掛
け
る
。
し
か
し
デ
ィ
ナ
ー
の
レ
ス
ト
ラ

ン
と
お
内
儀
と
い
う
か
マ
ダ
ム
の
巨
体
に
は
驚
い
た
な
。
あ
の
マ
ダ
ム
の
存

在
感
の
前
に
我
々
は
皆
消
え
て
い
た
。
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